
活用例５

社会科「三つの提案から2050年
の電源構成を考えよう」

活用例５社会科「三つの提案から2050年の電源構成を考えよう」について

○概要
・社会科地理の単元「世界からみた日本の姿」の第４次「資源・環境からみた日本」 ※

への配当時間５時間のうち、３時間を使用
○配布資料とワークシート

配布資料（三つの提案）
・再生可能エネルギーによる発電を基幹電源に－Ａさんの提案－
・火力発電を基幹電源に－Ｂさんの提案－
・原子力発電を基幹電源に－Ｃさんの提案－
ワークシート（WS）
・WS1 「三つの提案から2050年の電源構成を考えよう」
・WS2 「推薦用紙」
・WS3「電源構成の検討用紙」

○プレゼンテーション用資料
・開発教材及び日本のエネルギー2014（作成資源エネ
ルギー庁）などの素材を使用

○参考資料
・アンケート「2050年の社会について」

• 中学2年生を対象に、社会科地理の単元「世界からみた日本の姿」
の第４次「資源・環境からみた日本」において実践した事例

※教科書は日本文教出版㈱を使用。
単元「世界からみた日本の姿」の指導計画
第１次 自然環境からみた日本･････ 5時間
第２次 人口からみた日本･････････ 3時間
第３次 産業からみた日本･････････ 4時間
第４次 資源・環境からみた日本････ 5時間
第５次 結びつきからみた日本･･････2時間
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活用例５「三つの提案から2050年の電源構成を考えよう」について 

１．学習のねらい 

日本の電源構成について考えることで、エネルギー問題について興味・関心を持たせる。日本のエネルギ

ー消費の現状を理解し、これからの日本のエネルギーに関する諸課題について考え、さらに、自分の考えを

発表したり、他の人の考えを聞いて確かめ合ったりする学び合いの場を設定することで、日本人のエネルギ

ー消費のあり方、そして、これからの自分たちの未来についての考えを深めることを目的とする。 

２．対象学年と学習形態 

対象学年：中学校２年 

学習形態：講義・討論・発表 

対象教科：社会科地理（日本文教出版㈱の教科書を使用）の単元「世界からみた日本の姿」第4次「資源・

環境からみた日本」の中で実践 

学習時間：３時間（全５時間のうち後半３時間が対象） 

３．学習項目と資料 

 学習項目 開発教材との関連 ワークシート（WS）・資料・活動など 
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教科書に沿った学習 

以降の学習に備え次

の事前学習を追加 

・世界のエネルギー

事情 

・発電方法の種類と

長所・短所 

  

 

 

 

学習後、基幹電源に関する三提案の資料を配布し、

事前に読んでおくように指導。 

3 2050 年の基幹電源

に関する三提案の評

価 

個人評価とグルー

プ推薦案 

 

主題1「導入」 

主題 2「電気を届ける

仕組み」 

主題 5「福島事故から

学ぶ」 

主題 6「今後のエネル

ギーの選択」 

WS1：「三つの提案から2050年の電源構成を考えよ

う」(3時間に共通) ※1 

＜資料(3時間に共通)＞ 

・再生可能エネルギーによる発電を基幹電源に－Ａ

さんの提案－ 

・火力発電を基幹電源に－Ｂさんの提案－ 

・原子力発電を基幹電源に－Ｃさんの提案－ 

＜活動＞ 

・6 人ごとのグループ（ホームグループ※2 と呼ぶ）

に分かれ、三つの提案の個人評価を行った後、グ

ループとして推薦する案を決める。なお、次のグ

ループ間の話し合いに向けて、三提案への推薦グ

ループ数が同じになるように調整する。 

4 グループ推薦提案の

論点整理 

 WS2：推薦用紙 

＜活動＞ 

・他グループとの話し合いに備え、推薦理由や達成

への対策、推薦できない提案の問題点等について、

論点整理を行う。 

5 2050 年電源構成の

検討 

グルーブ間交流を

行い、その結果を

踏まえて電源構成

を検討 

 WS3：電源構成の検討用紙 

＜活動＞ 

・各グループから 2人ずつ集まって、推薦案が三様

となる 6 人編成のグループ（アウェイグループ※2

と呼ぶ）を新たに形成し、相互に意見交換を行う。 

・その後、ホームグループに戻り、アウェイグルー

プでの意見交換を踏まえて、ホームグループとし

ての2050年の電源構成を検討し、発表する。 

※1：WSについては開発教材に用意されたものを教師が実践用に修正した。 

～ 
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※2：ホームグループとアウェイグループでの生徒の配置 
 

＜ホームグループ＞ 

Ａ案を推薦 Ｂ案を推薦 Ｃ案を推薦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アウェイグループ＞ 

 

 

 

 

 

 

【補足】 

○：生徒 

ホームグループ内にサブグループ「ペア」を3組設定する。 

アウェイグループは異なる三つの案を推薦するホームグループのペアで構成する。 

ペ
ア 
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４．学習の展開 

 

（３時間目) WS：ワークシート 

学習項目 学習のポイント WS・資料・活動等 

３．2050 年の基幹電源に関す

る三提案の評価 

－個人評価とグループ推

薦案 

事前学習（日本のエネルギー事情及び発電

方法の種類と長所・短所）で得られた知見を

もとに三つの基幹電源に関する提案の背景に

ある電源構成の視点を考察し、自分自身の考

えやグループメンバーとの討論を通して、こ

れからの電源構成のあり方を検討する。 

 

（１）前時の復習 

世界のエネルギー事情 

発電方法の種類と長所・

短所 

エネルギー問題及び電源構成の検討に求め

られる基礎的な知識・情報を振り返る。 

・ホームグループ内にサブグループ「ペア」

を3組設定 

=>ホームグループ（6人/グループ）の配置

で着席 

=>アウェイグループでの意見交換のときに

共同で対処する 3 組のサブグループ（二

人なので「ペア」と呼ぶ）を決め、ホー

ムグループでの活動時には隣席して話し

合うように指導する。 

・世界のエネルギー事情 

=>次の資料・データ(例)をスライドで示し、

前時の学習を振り返る。 

-主な鉱産資源の分布と日本の輸入 

-主な国のエネルギー消費量と資源別供

給割合 

-OECD諸国の一次エネルギー自給率比較 

-日本のエネルギー自給率の近年の推移 

-日本の発電量と発電方法別の割合の推

移 

・発電方法の種類と長所・短所 

=>次の資料・データ(例)をスライドで示し、

前時の学習を振り返る。 

-蒸気タービン動翼の写真 

-火力発電所の全体写真 

-火力発電の仕組図、長所と短所 

-原子炉炉心写真、仕組図、長所と短所 

-水力発電・太陽光発電の全体写真、再

エネ発電の長所と短所 

・ホームグループの配置から始

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料・データは、 

・日本のエネルギー2014 

・主題2「電気を届ける仕組み」 

などから作成 

 
（提示資料例） 

（２）三提案に対する個人評

価 

基幹電源に関する三つの提案を読み、それ

ぞれの提案が重視していること、結果的に軽

視していることなどを比較・考察し、三提案

の実現可能性を自分自身の考えで評価する。 

・基幹電源の確認 

=>電力需要を賄うため優先的に発電する電

源 

 

 

 

 

主題2素材から 

・使用量の変化に対してどのよ

うに発電しているのだろう？ 
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・三つの提案の確認 

=>三つの提案を順次読み上げ、要点を押さ

える。 

=>事前に家庭で読み終え、要点を挙げられ

る生徒がいたら、その生徒に説明させる

とよい。 

・三提案の実現可能性の評価 

=>三つの提案の実現可能性を次の四段階で

評価し、記号をワークシートに記入する。

生徒全員が実施する。 

◎：十分可能 

○：可能 

△：少し困難 

×：無理 

=>考える時のポイント 

-電力の安定供給はできるか 

-経済や生活への影響 

-地球温暖化防止などの環境への影響 

-安全性の確保は十分か 

=>判断した理由をワークシートの横の欄に

記入する。 

資料 

・再生可能エネルギーによる発

電を基幹電源に－Ａさんの提

案－ 

・火力発電を基幹電源に－Ｂさ

んの提案－ 

・原子力発電を基幹電源に－Ｃ

さんの提案－ 

 

 

 

 

 

WS1「三つの提案から 2050 年

の電源構成を考えよう」－

(1)：3 つの提案を読んで次の

表をうめよう(個人) 

（３）三提案からグループと

して推薦する案を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各自の意見に隔たりをあっても、話し合い

を通して、グループとして推薦する提案を一

つ選択する。 

・作業の確認。 

=>三提案に対する個人評価で考えたことを

ベースに話し合う。 

=>最終的にグループとして推薦する提案を

一つだけ選択する。 

=>グループとしての推薦理由を箇条書きで

ワークシートに記入する。 

・話し合いの実施。 

=>全員が話し合いに参加する。 

=>指導者は次の推薦グループ数の調整に備

えて、各グループの話し合いの概要を押

さえておく。 

・グループ推薦案の発表 

=>各グループの推薦案を報告させ、全員に

わかるように黒板に記入する。 

・三提案への推薦グループ数の調整。 

=>三提案への推薦グループ数が均等でない

場合、次の話し合いでは各提案への推薦

グループ数が揃っている必要があること

を説明し、推薦が多い提案から少ない提

案へ変更してもよいグループを募る。 

=>生徒たちが決めかねている場合は、話し

合いの様子を踏まえて、変更しても対応

可能と考えられるグループに依頼する。 

 

WS1－(2)：各自の意見を聞き、

グループとして推薦できる提

案を選ぼう。また、各自の判

断した理由をもとに、推薦理

由を箇条書きで書こう（グル

ープ） 
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（４）次の時間に行う作業の

説明 

次の時間に備えて、学習のポイントを伝え

る。 

・推薦案に対する論点整理 

=>アウェイでの議論に備えて、ホームグル

ープ推薦案に関する論点を整理する。 

=>個人の意見ではなくグループの立場で、

推薦する理由や根拠に関する統一的な見

解を整理する。 

-推薦する理由（アピールポイント） 

-推薦案の弱点への対応方法 

-他案を推薦できない理由 

=>余裕があれば各自が家で調べる。 

・アウェイの配置確認 

=>サブグループ「ペア」の 3 組に分かれ、

推薦案が異なるグループから 3 組のペア

が集まったアウェイグループを形成す

る。 

=>実際に席を移動して、アウェイグループ

の配置を確認する 

 

 

WS1－(2)：各自の意見を聞き、

グループとして推薦できる提

案を選ぼう。また、各自の判

断した理由をもとに、推薦理

由を箇条書きで書こう（グル

ープ） 

 

（４時間目) 

学習項目 学習のポイント WS・資料等 

４．グループ推薦提案の論点

整理 

 

個人の意見ではなくグループとして推薦す

る提案について、推薦理由や根拠を整理し、

自分自身の考え方だけでなく異なる視点から

も考察することを体験する。 

 

（１）前時の復習 

世界のエネルギー事情 

発電方法の種類と長所・

短所 

基幹電源に関する三提案 

エネルギー問題及び電源構成の検討に求め

られる基礎的な知識・情報、並びに今後の基

幹電源に関する三つの提案を振り返る。 

・世界のエネルギー事情 

=>次の資料・データ(例)をスライドで示し、

前時の学習を振り返る。 

-主な鉱産資源の分布と日本の輸入 

-主な国のエネルギー消費量と資源別供

給割合 

-OECD諸国の一次エネルギー自給率比較 

-日本のエネルギー自給率の近年の推移 

-日本の発電量と発電方法別の割合の推

移 

・発電方法の種類と長所・短所 

=>次の資料・データ(例)をスライドで示し、

前時の学習を振り返る。 

-蒸気タービン動翼の写真 

-火力発電所の全体写真 

-火力発電の仕組図、長所と短所 

-原子炉炉心写真、仕組図、長所と短所 

-水力発電・太陽光発電の全体写真、再

エネ発電の長所と短所 

・ホームグループの配置から始

める。 
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 ・三つの提案の確認 

=>次の資料・データ(例)をスライドで示し、

前時の学習を振り返る。 

-A さん案（再エネ発電を基幹電源）資

料の抜粋 

- Bさん案（火力発電を基幹電源）資料

の抜粋 

- Cさん案（原子力発電を基幹電源）資

料の抜粋 

 

 
（提示資料例） 

（２）グループ推薦案の論点

に関する作戦会議 

個人の意見ではなくグループの立場で、推

薦する理由や根拠に関する統一的な見解を整

理する。 

・ホームグループ内で話し合う 

・アウェイグループでの話し合いに備えて、

ワークシートを使って論点を整理 

=>ワークシート(2)に全員が同じ推薦理由

を記入する。 

-推薦する理由（アピールポイント） 

-推薦案の弱点への対応方法（アウェイ

での切り返し対策）－余裕があれば 

=>ワークシート(3)に他の提案を推薦でき

ない理由を記入する。 

-推薦できない理由（アウェイでのつっ

こみどころ）－余裕があれば 

 

WS1－(2)：各自の意見を聞き、

グループとして推薦できる提

案を選ぼう。また、各自の判

断した理由をもとに、推薦理

由を箇条書きで書こう（グル

ープ） 

 

WS1－(3)：推薦した提案以外の

2 つの提案について、推薦で

きない理由をグループで考

え、箇条書きで書こう（グル

ープ）※時間に余裕があれば

でよい 

（３）アウェイ用の推薦用紙

の作成 

 

 

 

アウェイグループでの話し合いにおいて、

自分たちのグループが主張するポイントを明

確にし簡潔にまとめる。 

・推薦用紙の作成 

=>ホームグループ内のペアごとに、アウェ

イでの話し合いで、推薦案と推薦理由を

示すための「推薦用紙」を作成する。 

=>重視したポイントが相手に伝わるよう

に、自分たちも説明しやすいように、簡

潔に記入する。 

・アウェイでの説明の仕方と準備 

=>推薦用紙の表を相手側に示し、推薦案を

宣言してから推薦理由を順に述べる。 

=>最後に必ず「質問はありますか」と問い

かけ、質疑応答を行う。 

=>次の時間での話し合いに備えて、資料を

確認するなどの準備をする。 

 

 

 

WS2：推薦用紙 
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（５時間目) 

学習項目 学習のポイント WS・資料等 

５．2050年電源構成の検討 

－グルーブ間交流を行

い、その結果を踏まえ

て電源構成を検討 

アウェイグループでの交流を通して様々な

考え方・意見があることを知り、そこで得た

知見や考え直したことを踏まえて、ホームグ

ルーブで協力して、これからの電源構成を検

討する。 

 

（１）前時の復習 

世界のエネルギー事情 

発電方法の種類と長所・

短所 

基幹電源に関する三提案 

エネルギー問題及び電源構成の検討に求め

られる基礎的な知識・情報、並びに今後の基

幹電源に関する三つの提案を振り返る。 

・世界のエネルギー事情 

=>次の資料・データ(例)をスライドで示し、

前時の学習を振り返る。 

-主な鉱産資源の分布と日本の輸入 

-主な国のエネルギー消費量と資源別供

給割合 

-OECD諸国の一次エネルギー自給率比較 

-日本のエネルギー自給率の近年の推移 

-日本の発電量と発電方法別の割合の推

移 

・発電方法の種類と長所・短所 

=>次の資料・データ(例)をスライドで示し、

前時の学習を振り返る。 

-蒸気タービン動翼の写真 

-火力発電所の全体写真 

-火力発電の仕組図、長所と短所 

-原子炉炉心写真、仕組図、長所と短所 

-水力発電・太陽光発電の全体写真、再

エネ発電の長所と短所 

・三つの提案の確認 

=>次の資料・データ(例)をスライドで示し、

前時の学習を振り返る。 

-A さん案（再エネ発電を基幹電源）資

料の抜粋 

- Bさん案（火力発電を基幹電源）資料

の抜粋 

- Cさん案（原子力発電を基幹電源）資

料の抜粋 

・ホームグループの座席で始め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 

・再生可能エネルギーによる発

電を基幹電源に－Ａさんの提

案－ 

・火力発電を基幹電源に－Ｂさ

んの提案－ 

・原子力発電を基幹電源に－Ｃ

さんの提案－ 

（２）アウェイ直前のホーム

グループ推薦案に関する

作戦会議 

アウェイでの話し合いに備えて、グループ

推薦案の要点を再確認する。 

・推薦用紙の内容を読み直し要点を振り返る。 

=>次の3点を確認する。 

-推薦する理由（アピールポイント） 

-推薦案の弱点への対応方法（切り返し

のポイント） 

-他の提案を推薦できない理由（突っ込

みのポイント） 

WS2：推薦用紙 

 

WS1－(2)：各自の意見を聞き、

グループとして推薦できる提

案を選ぼう。また、各自の判

断した理由をもとに、推薦理

由を箇条書きで書こう（グル

ープ） 
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 =>ペア間の連携を確認する WS1－(3)：推薦した提案以外の

2 つの提案について、推薦で

きない理由をグループで考

え、箇条書きで書こう（グル

ープ）※時間に余裕があれば

でよい 

（３）アウェイグループでの

話し合い 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な意見をもつ集団のなかで、一定のル

ールのもとに話し合うことによって、知見を

広めたり、考えを深めたりすることができる

ことを体験する。 

・アウェイグループの配置への移動 

=>推薦用紙、ワークシート、必要な資料だ

けを持ち、机の上を片付けて移動する。 

・アウェイでの話し合い 

=>Aさん案を推薦するペアから、Bさん案、

Cさん案の順に進める。 

=>推薦用紙の表を見せ、推薦案を宣言して

推薦理由を述べる。その後、質問を受け

議論を戦わせる。 

=>各グループの推薦理由を聞いて、「納得で

きた点」、「問題と思った点」をワークシ

ートに記入する。 

=>指導者は各アウェイグループを回り、話

し合いのポイントを押さえておく。 

・ホームグループへの移動 

=>全アウェイグループの議論が一巡した

ら、ホームグループに戻る。 

・アウェイグループの議論の総括 

=>各ホームグループの推薦用紙を黒板上に

掲示する。 

=>指導者は推薦用紙に記載されたポイント

等を確認しながら、アウェイグループで

どんな話し合いがあったか総括する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WS1－(4)：各グループの推薦理

由を聞いて、「納得できた点」、

「問題と思った点」を書いて

行こう（個人） 

 

（４）2050 年の電源構成の検

討 

 

 

 

ここまでの学習を通して得た知見や考え直

したことを踏まえて、ホームグルーブで協力

して、2050年の電源構成を検討する。 

・2050年の電源構成に占める再エネ発電・火

力発電・原子力発電の割合の検討 

=>電源構成の検討用紙への記入上の留意点

を説明する。 

-横棒グラフの左から、再エネ発電・火

力発電・原子力発電の順に割り振る。 

-各電源の割合の区切りは 5%程度まで。 

-各電源の枠内には電源の名称（「再生可

能」、「火力」、「原子力」に統一）と割

合（○％）を記入する。 

 

 

WS1－(5)：各グループの発表を

聞いて、納得したり考え直し

たりしたことを踏まえ、グル

ープごとに、「2050 年の日本

の電源構成」をどのようにす

ればよいか話し合おう。その

際、3 つの提案と同じでも、

全く異なっていてもよい。そ

れぞれの意見を組み合わせた

ものでもよい。 
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生徒の発表例 

=>電源構成の検討用紙に、合計 100%となる

ように各電源を割り振る。そのように考

えた理由をWS1－(5)に記入する。 

・検討結果の発表 

=>検討用紙を黒板に貼り、発表方法を例示。 

-再生可能が○％、理由はこう･･･。 

-火力が○％、理由はこう･･･。 

-原子力が○％、理由はこう･･･。 

=>各グループの班長による発表。 

 

WS3：電源構成の検討用紙 

（５）総括 

 

 

 

 

 

ここまでの学習を踏まえて、エネルギー問

題を考えるうえで大切なこと、今後も関心を

もって学習していくことの必要性を総括す

る。 

・グループ発表の総括 

=>指導者としての率直な感想 

・エネルギー問題に関わる最近の動向の紹介 

=>新聞記事：ドイツエルマウでの G7サミッ

トにおいて、2050年の温室効果化ガス削

減目標最大70%の宣言を採択。 

=>政府資料：長期エネルギー需給見通し関

連資料（H27.6資源エネルギー庁）。 

-2030年度の電力需要・電源構成。 

-2030年度電源構成（見通し）－2030年

度電源構成を再エネ・火力・原子力で

簡略化 

=>ベストミックスの考え方の紹介 

・授業全体を通しての感想 

=>今後も関心を持ち続けて学習を続けてい

くことが大切。今回の学習はそのための

「きっかけ」。 

 

 

 

 

 

 

 

 
2030年度電源構成（見通し） 
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５．実践者・参観者の感想・評価など 

【開発教材を活用した授業の成果】 

・生徒の既習知識が少なくても、主題6の素材を利用して話し合いを実践することができた。この主題の素材を

使うことによって、多くの学校で話し合い学習ができることを示すことができた。 

・現在の延長線上に将来像を考えさせるフォアキャストに比べ、将来目標を示してなすべきことを考えさせるバ

ックキャストの方が、問題点を想起させ易いとの感触であった。ただし、問題点に対する論議を具体的なもの

と進めるには一定の予備知識が必要である。 

【開発教材を活用した授業の課題】 

・既習知識が少なくても実践できる一方で、上滑りの話し合いで選んだA～C案ではなく、自分なりの根拠を明

確に持った討論及び選択とするには、主題1-5の事前学習の実践が大切であることを再認識した。 

・しかし、そのための学習時間が十分に取れないことを考慮すると、少なくとも授業者が、この学習に必要な知

識や情報を的確に押さえておくことが大切とある。 

【今回の授業全般について】 

・必ず三案を推薦する生徒同士の話し合いになるようにグループ構成を工夫したことで、より多面的・多角的な

視点でとらえることができた。しかし、政治経済面の視点からの意見はなかった。 

・授業の前に国のエネルギー計画が示されていたので、学習の最後にベストミックスの考えや国の計画を具体的

に示すことができ、タイムリーな授業ができた。 

・2050 年の電源構成を考える設定としたことに対して、「生徒は 2050 年の社会をイメージできているのか。35

年後の社会をイメージせずに考えさせても、感想だけの話し合いになってしまうのではないか」との意見があ

った。 

 

６．将来社会のイメージについて 

上述の指摘を受けて、将来社会をどのようにイメージするかについて検討した。 

急速に変化する現代社会において、将来社会をイメージすることは、そもそも大人にとっても難しい。だが、

自分たちがどんな将来社会を築きたいか考えることはできる。この教材はそもそもバックキャストで考えるこ

とを提案しているものであり、現代社会の制約やしがらみ、科学の限界にとらわれず、生徒自身の自由な発想

で築き上げたい社会を思い描き、その実現に向けて今後どうするか考えることをねらいとしている。したがっ

て、具体的な将来社会がイメージできなくとも、どこかの時点で、将来社会に関わる要因について自分自身の

考えを確認できる機会をもつことが望ましい。 

その際に利用できるものとして、将来社会の姿を様々な視点から予想させるアンケート「2050年の社会につ

いて」を、文末に参考資料として用意した。どこで利用するか（事前・途中・事後）については、生徒の学習

状況に応じて授業者が判断するとよい。 

なお、公的機関による将来予測の資料例として次のようなものがある。必要に応じてこれらも活用されたい。 

・エネルギー基本計画（H26.4経済産業省資源エネルギー庁） 

エネルギー基本計画は、中長期（20年程度）のエネルギー需給構造を視野に入れ、取り組むべき政策

課題と、長期的、総合的かつ計画的なエネルギー政策の方針をとりまとめたものであり、エネルギー分

野での将来像はエネルギー基本計画をベースとするのがよい。なお、長期エネルギー需給見通し（H27.7

経済産業省資源エネルギー庁）は電源構成の目標を具体的に示しており、生徒に先入観を与えるので、

事前には使用しない方がよい。 

・未来への選択－人口急減・超高齢社会を越えて、日本発 成長・発展モデルを構築－（H26.11 内閣府経

済財政諮問会議の専門調査委員会「選択する未来」委員会） 

今後半世紀を見据え、持続的な成長・発展のための課題とその克服に向けた対応策についてとりまと

めた。 

・国土のグランドデザイン２０５０～対流促進型国土の形成～（H26.7国土交通省） 

急速に進む人口減少や巨大災害の切迫等、国土形成計画（平成 20 年閣議決定）策定後の国土を巡る

大きな状況の変化や危機感を共有しつつ、2050年を見据えた、国土づくりの理念や考え方を示す。 

・経済産業政策を検討する上での中長期的・構造的な論点と政策の方向性（論議用）（H27.4 経済産業省産

業構造審議会総会（第16回資料）） 

日本が飛躍するためのポイントを整理している。 

以上 



ワークシート：三つの提案から2050年の電源構成を考えよう  

 

(１) 3 つの提案を読んで、次の表をうめよう(個人) 

  ①3 つの提案の｢実現できる可能性｣を、◎(十分可能)・○(可能)・△(少し困難)・×(無理) の 

   4 段階で評価しよう。 

  ②そのように判断した理由を、箇条書きで書こう（できるだけ多く）。 

基幹電源の提案 実現可能性 判断した理由 

A さん 

再生可能エネルギ

ーによる電気 

 ・ 

・ 

・ 

・ 

B さん 

火力発電 

 ・ 

・ 

・ 

・ 

C さん 

原子力発電 

 ・ 

・ 

・ 

・ 

基幹電源(ベース電源)…電力会社が電力需要にこたえるために、優先的に発電する電源のこと。 

考えるときのポイント 

 ①電力の安定供給はできるか 

 ②経済や生活への影響 

 ③地球温暖化防止などの環境への影響 

 ④安全性の確保は十分か 

 

(２) 各自の意見を聞き、グループとして推薦できる提案を選ぼう。また、各自の判断した理由をもとに、

推薦理由を箇条書きで書こう（グループ）。

選んだ提案 推薦理由 

 ① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 



(３) 推薦した提案以外の 2 つの提案について、推薦できない理由をグループで考え、箇条書きで書こう。

(グループ) ※時間に余裕があればでよい 

その他の提案① 推薦できない理由 

 ① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

 

その他の提案② 推薦できない理由 

 ① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

 

 

 

(４) 各グループの推薦理由を聞いて、｢納得できた点｣、｢問題と思った点｣を書いていこう（個人）。 

提案 納得できた点 問題と思った点 

A さん 

再生可能エネルギー 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

B さん 

火力発電 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

C さん 

原子力発電 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 



(５)各グループの発表を聞いて、納得したり考え直したりしたことを踏まえ、グループごとに、「2050

年の日本の電源構成」をどのようにすればよいか話し合おう。その際、3 つの提案と同じでも、全く

異なっていてもよい。それぞれの意見を組み合わせたものでもよいことにする。 

 

○グループで考えた「2050年の日本の電源構成」を記入しよう 

0                      50                    100  

  

 

 

上記の電源構成を班で考えた理由を、箇条書きで書こう。 

 

 

 

 

理由 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート２：推薦用紙 

Ａ 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

 

氏名（      ，      ） 

 

ワークシート３：電源構成の検討用紙 

（  ）班 

 

 

再生可能 

○％ 

 

 

火力 

○％ 

 

原子力 

○％ 

 

 

 

A､B､Cのどれかを記入 

推薦理由を記入 

3 電源の割合の合計が 100%になること 



再生可能エネルギーによる発電を基幹電源に 
－Ａさんの提案－ 

私は、次のような理由で、再生可能エネルギーによる発電を基幹電源にすべきだと思います。 

・エネルギー源は自然にあるものなので、無尽蔵にある。 

・温室効果ガスの排出が少ない。 

・送電設備のない遠隔地（山岳部、離島）の電源として活用できる。 

・非常用電源として災害時などに利用できる。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

（１）いろんなところに太陽光発電を 

①使用していない農耕地に太陽光発電 

平成22年の耕作放棄地は40万ha（農林水産省ウェブサイトか

ら）だそうです。パネル間の隙間や緑地などで、実際に利用でき

る面積は半分の20万haとし、太陽電池出力を150 W／㎡として、

総出力P1 kWは、 

P1 ＝ 3億kW 

夜は発電できないこと、昼も天候の影響を受けることから、年

間に実際発電できる割合を12%程度とすると、この太陽電池によ

る年間の総発電量E1 kWhは 

E1＝3億kW × 8760時間／年 × 0.12 ＝ 3153.6億kWh 

現在の日本の年間総発電量は約1兆kWhなので（上図）、今後

も同量とすれば約30%を賄うことができます。 

 

②全ての屋根に太陽光発電 

国内の一戸建て住宅数は、27,450,200 戸（平成 20 年住宅・土

地統計調査（総務省統計局））、全戸に4 kWの太陽電池を設置す

ると、総出力P2 kWは、 

P2 ≒ 1億kW 

この太陽電池による年間の総発電量E2 kWhは、 

E2 ＝ 1億kW × 8760時間／年 × 0.12 ＝ 1051.2億kWh 

日本の年間発電量の約10%を賄うことができます。 

 

最近では、固定価格買い取り制度

によって、メガソーラー、ミニソ

ーラー発電所をあちこちで見かけ

ます。平成25年度末で政府が認定

したものを含めると7000万kWに

達しています。 

目標：2030年で国内全体の30%、2050年

で50%を再生可能エネルギーによる発電

で賄えるように増やしていきます。 

そのために、使っていない農耕地や全て

の屋根での太陽光発電、強い風が吹く海で

の風力発電、そして温泉発電などを、日本

全国で広めていけばいいと思います。 

屋根への設置例 

農耕地への設置例 

民家のそばの 
ミニソーラー例 

出所：電気事業連合会資料から作成 

30% 
50% 



（２）海にも風力発電を 

平成25年11月11日に福島沖約20 kmのところで、2,000 

kW の浮体式風力発電が運転を開始しました。平成 26 年度に

は7,000 kWを2基を追加して、合計16,000 kWになるそう

です。日本は周りを海に囲まれており、いたる所で風力発電が

できると思います。そうすれば、陸上のように住民への迷惑を

気にしないで、どんどん風力発電を増やせると思います。 

 

 

 

 

 

実はわが国は海洋資源大国です。 

領海・排他的経済水域の面積は約447万k㎥、海

岸線の延長は約 3.5 万 km で、両方とも世界第 6

位になります。 

 

 

 

 

（３）湯煙で電気（温泉発電） 

2014年4月10日、兵庫県新温泉町で温泉水を使ったバイナ

リー発電が開始されました。20 kWの装置 2台で、年間の発

電量は 9万 kWhを想定しています。一般家庭で 25世帯分の

電力使用量に相当するそうです。日本の地熱の資源量は、アメ

リカ、インドネシアに次いで世界第三位です。うまく利用して

いけば、温泉を楽しみながら、地熱による発電も増やせると思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新温泉町湯村温泉 
薬師湯のバイナリ―発電 

（出所：薬師湯バイナリ―発電の説明パネルから） 

バイナリ―発電装置2台の 

パッケージ 

このように、太陽光発電とその他の様々な再生可能

エネルギーによる発電を組み合わせていけば、 

・2030年で国内全体の30%、 

・2050年で50% 
という目標を達成できると思います。 



火力発電を基幹電源に 
－Ｂさんの提案－ 

私は、次のような理由で、最新鋭の火力発電を基幹電源にすべきだと思います。 

・火力発電は比較的短期間（建設のみなら3年程度）で建設でき、安定した発電ができる。 

・効率が良いので燃料が減り、二酸化炭素排出量を減らせる。 

・LNG（液化天然ガス）だけでなく安価な石炭火力も組み合わせて、燃料費を押さえられる。 

・開発途上国に技術を広め、二酸化炭素排出量を

減らすことで、わが国の排出量を相殺できる。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（１）LNG(液化天然ガス)を使った高効率の 

コンバインドサイクル発電 

関西電力㈱姫路第二発電所では、従来型の蒸気タービンだけの方式から、

ガスタービンと蒸気タービンを組み合わせた、最新鋭のコンバインドサイ

クル発電方式への建て替えが進んでいます。これによって、電気をつくる

効率は以前の約42%から約60%まで向上する※とのことです。 

燃料の使用量が減るので燃料費を安くでき、二酸化炭素の排出量も、1 

kWh当たり、0.470 kg-CO2から0.327 kg-CO2に減らせます。日本全国で

この方式の発電施設の建設を進め、燃料代が高く二酸化炭素排出量の多い

石油火力を動かさないですむようにしていくとよいと思います。 

 

 

 

 

 

 

※ 以前は100の電気をつ
くるのに、 
（100÷0.42＝）238 
の天然ガスを必要とした
が、新しい方式では、 
（100÷0.6＝）167 
の天然ガスで済む。 

目標：LNG火力と石炭火力をうまく組み合

わせ、2030年には全ての火力発電を、二

酸化炭素の排出量が少ない高効率発電の

ものに置き換えます。 

電気をちゃんと使えるようにしなが

ら、再生可能エネルギーも着実に増やし

ていけばいいと思います。 

LNG（天然ガス）を燃焼させてガスタービン
を回し、ガスタービンの排ガスで加熱してつ
くった蒸気で蒸気タービンを回す。 
高温の燃焼ガスが二重に利用でき、効率が良
くなる。 

LNGタンカー 
LNGを球形の断熱タンク
に入れ、日本に運んでくる。 

出所：電気事業連合会資料から作成 

高効率の LNG・

石炭火力発電 

出所：関西電㈱ホームページから 



（２）高効率の石炭火力発電を適度に組み合わせ利用 

神奈川県の磯子石炭火力発電所（60万kW×2基、1号機は

H14 年、2 号機はH21 年に運転開始）は、最新鋭の技術によ

って効率45% を達成しています。天然ガスのコンバインドサ

イクル発電に比べて効率は落ちますが、石炭は安価なので、石

炭火力を組み合わせると、発電に要する費用を減らすことがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

石炭をガス化してコンバインドサイクル発電を可能に

する石炭ガス化複合発電（IGCC）と呼ばれる技術の開

発が進められています。平成25年6月30日に常磐共

同火力勿来発電所において日本初の商用機（25万kW、

発電効率 42%）が発電を開始しました。今後、さらに

熱効率48%をめざして、50万kW級で実証試験が行わ

れる予定です。IGCC に燃料電池を組み合わせてさら

に効率を高める研究も進められています。 

石炭火力は古い技術ではなく、これからの日本のエネ

ルギー供給を担う技術だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：二酸化炭素を分離・回収し貯留する技術 

（CCS：Carbon Capture & Storage） 

発電時に発生した二酸化炭素を回収し地中へ

閉じ込める技術で、各国で研究開発が進めら

れています。 

 

磯子火力発電所（左2号機、右1号機） 

このように、LNG火力と石炭火力をうまく組み合わせ、 

・2030年に日本の火力発電を、LNGと石炭を燃やす

高効率の発電施設だけ 

とします。 

輸入先は、米国で開発が進むシェールガスやロシアの

天然ガスなども加え、できる限り増やします。 

また、高効率火力発電の技術を海外に広めれば、開発

途上国の二酸化炭素排出量削減にも貢献できます。 

電気をちゃんと使えるようにしておけば、再生可能エ

ネルギーも、落ち着いて増やしていけると思います。 

出所：電源開発㈱ホームページから 

石炭 

微粉に砕いて燃焼 

ガスにして燃焼 

石炭ガス化複合発電（IGCC） 

出所：電源開発㈱ホームページから 



原子力発電を基幹電源に 
－Ｃさんの提案－ 

私は、次のような理由で、原子力発電を基幹電源にすべきだと思います。 

・規制基準に合格したものは東日本大震災のような地震・津波にも耐えられ、安定した発電ができる。 

・増えると言われている開発途上国の原子力発電を安全なものにするため、日本も原子力技術をもって

おく必要がある。 

・火力発電を減らせるので高価な燃料を外国から大量に買わなくてすむ。 

・火力発電が減ると二酸化炭素の排出量も減る。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）規制基準に合格した発電施設の再稼働 

原子力発電所の停止が続いて、電気料金が値上がりしてい

ます。高価な化石燃料の輸入量を減らして、二酸化炭素の排

出量を減らすためにも、基準に合格した発電施設は早急に発

電を開始したらいいと思います。新しい基準に適合した原子

力発電施設は、東日本大震災のような地震・津波にも耐えら

れることが確認されたものと言えます。したがって、当面は

これらを利用していくべきだと思います。 

 

 

原子力規制委員会で審査中の原子力発電施設（H26.6現在） 

 

 

 

目標：規制基準に合格した発電所は再び動

かし、運転期間が期限に達したら順次建

て替えたりして、2030年、2050年でも

1/4程度は賄えるようにします。 

電気の使用や二酸化炭素排出に対して

余裕を確保しながら、落ち着いた状態で、

廃棄物対策や再生可能エネルギーの導入

を進めていけばいいと思います。 

出所：電気事業連合会資料から作成 

出所：原子力規制委員会資料から 

25%程度の原子力 

比率を維持 

津波の防護壁 

 

北海道電力泊1･2･3号機 

東京電力柏崎刈羽6･7号機 

関西電力大飯3･4号機 

関西電力高浜3･4号機 

中国電力島根2号機 

九州電力玄海3･4号機 

九州電力川内1･2号機 

東北電力女川2号機 

四国電力伊方3号機 日本原子力発電 

東海第二発電所 

東北電力東通2号機 



（２）運転期間終了とともに、規制基準に合格した発電施設へ順次建て替え 

今ある原子力発電施設のほとんどを再び動かしても、運転期

間 40年で廃止すれば、2030年で全発電量の 15%程度、2050

年では数%程度しか賄うことができません。原子力技術を維持

するには、検査をして 20 年間の運転延長を認めたり、新増設

をしたりして、原子力発電の利用を続ける必要があります。そ

うすることで、高レベル放射性廃棄物処理の技術開発を進めた

り、開発途上国での利用に対して助言したりしていくことがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新設される施設はより安全性が高められたものになります。規制基

準に合格した発電所の再稼働、期限に達した施設の順次建て替えに

よって、 

・2030年、2050年でも 1/4程度は賄える 

ようにします。 

そのために、人々が原子力発電の利用を納得する必要があります。

事業者や規制組織は原子力発電が安全に発電しているかどうか誰

でも分かるようにしていく努力が必要です。高レベル放射性廃棄物

についても、避けて通れない問題であることを皆に知ってもらい、

きちんとした調査に結びつけていってほしいと思います。 

 
40年で廃止した場合の原子力発電による発電量の推移イメージ 

2025 2030 2035 2040 2045 2050年 

1/4を維持するには運

転延長や新増設をし

ていく必要がある。 



参考資料：2050年の社会について 

 

該当すると思う数字に○をしてください。 

あくまで個人の主観で考えてみてください。 

 

1）【経済】今から 35年後、2050年の日本の状況についてどのように予想しますか 

  ① 社会が大いに発展して国民の多くが豊かに暮らしている社会 

  ② 貧富の差が縮まり、ある程度暮らしやすい社会 

  ③ 今とあまり変わらない 

  ④ 貧富の差が拡大し、生き残るには厳しい社会 

  ⑤ 国全体が貧しく、厳しい暮らしを強いられる社会 

  ⑥ その他（                                   ） 

 

2）【科学技術】今から 35年後、2050年の日本の状況についてどのように予想しますか 

  ① 科学技術が大いに発展し、豊かで安心して暮らせる社会 

  ② 科学技術の発展で、便利な社会 

  ③ 今とあまり変わらない 

  ④ 科学技術の発展で、交通事故や爆発事故など社会に危険が増加している社会 

  ⑤ 科学技術のため、人間が人間らしさを失っている（機械に支配されているような）社会 

  ⑥ その他（                                   ） 

 

3）【環境】今から 35年後、2050年の日本の状況についてどのように予想しますか 

  ① 環境は大きく改善し、安全、安心に暮らせる社会 

  ② 環境は、いくらか問題はあるものの今よりは良くなっている 

  ③ 今とあまり変わらない 

  ④ 環境は、良くなったものもあるが、今より悪くなっている 

  ⑤ 環境は、非常に悪化し、極めて住みにくくなっている 

  ⑥ その他（                                   ） 

 

4）【安全保障】今から 35年後、2050年の日本を含めた周辺国の状況についてどのように予想しますか 

  ① 平和が保たれ、安心して暮らせる社会 

  ② 部分的に危機はあるものの、概ね平和が維持されている社会 

  ③ 戦争状態にはなっていないが、近隣諸国間で関係が悪化している 

  ④ 常に紛争、戦争を繰り返し、社会が混乱を来たしている 

  ⑤ 国そのものがいくつか消滅したり、今とは全く違った国際バランスになっている 

  ⑥ その他（                                   ） 

 

5）【医療・健康】今から 35年後、2050年の日本の状況についてどのように予想しますか 

  ① 医療がさらに進歩し、平均寿命も 100歳近くあるいは 100歳以上になっている 

  ② 医療は進歩するが、人間自身は弱くなって平均寿命はあまり延びない 

  ③ 今とあまり変わらない 

  ④ 医療はある程度進歩するものの、環境の悪化、貧富の差などのため、平均寿命は逆に下がる 

  ⑤ 医療の進歩も停滞し、経済の悪化、公害、食糧難などで、国民の健康が維持されない 

  ⑥ その他（                                   ） 

 

6）今から 35年後、大きく進歩している・改善されていると思うのは以下のどれですか。（複数選択可） 

  ① 都市の景観 ② 農村・山林の景観 ③ 経済状況・国民の豊かさ 

  ④ 交通機関  ⑤ 生活の便利さ  ⑥ コンピュータ・情報機器   

  ⑦ ロボット  ⑧ 家電製品  ⑨ 宇宙開発  ⑩ 海洋・海底開発 

  ⑪ 医療・製薬技術 ⑫ 地球温暖化対策 ⑬ 大気（空気がきれい） ⑭ 水質（水がきれい） 

  ⑮ 森林保護  ⑯エネルギー供給 ⑰ 農業・食糧生産 ⑱ 漁業・養殖事業 

  ⑲ バリアフリーなどの障がい者、高齢者対策 ⑳ 再生可能エネルギーの導入 

  ⓐ 平和維持・紛争の解決   ⓑ その他（               ） 

 



7）今から 35年後、あまり変わっていないと思うのは以下のどれですか。（複数選択可） 

  ① 都市の景観 ② 農村・山林の景観 ③ 経済状況・国民の豊かさ 

  ④ 交通機関  ⑤ 生活の便利さ  ⑥ コンピュータ・情報機器   

  ⑦ ロボット  ⑧ 家電製品  ⑨ 宇宙開発  ⑩ 海洋・海底開発 

  ⑪ 医療・製薬技術 ⑫ 地球温暖化対策 ⑬ 大気（空気がきれい） ⑭ 水質（水がきれい） 

  ⑮ 森林保護  ⑯エネルギー供給 ⑰ 農業・食糧生産 ⑱ 漁業・養殖事業 

  ⑲ バリアフリーなどの障がい者、高齢者対策 ⑳ 再生可能エネルギーの導入 

  ⓐ 平和維持・紛争の解決   ⓑ その他（               ） 

 

8）今から 35年後、悪くなっていると思うのは以下のどれですか。（複数選択可） 

  ① 都市の景観 ② 農村・山林の景観 ③ 経済状況・国民の豊かさ 

  ④ 交通機関  ⑤ 生活の便利さ  ⑥ コンピュータ・情報機器   

  ⑦ ロボット  ⑧ 家電製品  ⑨ 宇宙開発  ⑩ 海洋・海底開発 

  ⑪ 医療・製薬技術 ⑫ 地球温暖化対策 ⑬ 大気（空気がきれい） ⑭ 水質（水がきれい） 

  ⑮ 森林保護  ⑯エネルギー供給 ⑰ 農業・食糧生産 ⑱ 漁業・養殖事業 

  ⑲ バリアフリーなどの障がい者、高齢者対策 ⑳ 再生可能エネルギーの導入 

  ⓐ 平和維持・紛争の解決   ⓑ その他（               ） 

 

9）35年後までの社会（国内・国外を含む）で、率先して解決・改善を図っていくべき課題として、優

先順位の高いと思うこと上位 3つに○をしてください。 

  ① 経済状況改善・失業率の低下  ② 貧富の差の解消（国内、国家間） 

  ③ 地球温暖化対策    ④ 地球環境・地域の環境保護（地球温暖化以外） 

  ⑤ 高齢化対策（医療・経済・設備等を含む） ⑥ 少子化対策 

  ⑦ （世界的な）人口増加   ⑧ 食糧の確保・食料資源の維持 

  ⑨ 食の安全性    ⑩ エネルギー資源（石油等）の確保・枯渇対策 

  ⑪ エネルギーの安定供給   ⑫ 水資源の確保 

  ⑬ 安全保障・紛争解決・平和維持  ⑭ 新エネルギー、再生可能エネルギーの導入促進 

  ⑮ 医療技術の進歩、国際的普及  ⑯ （世界的な）教育環境の整備 

  ⑰ （日本として）国際競争力の維持  ⑱ （日本として）世界・近隣諸国への国際貢献 

  ⑲ 宇宙開発 

  ⑳ その他（                                     ） 

 

10）35 年後の社会で実現してほしいこと、改善してほしいことなど、自分自身が特に期待することは

何ですか。 
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